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’ 高萩市市民憲章昭和49年1 1月1日制定
1 目然をたいせつにし美しいまちをつくりましょう

1 きまりを守り明るいまちをつくりましょう

1 礼儀を正しくしうるおいのあるまちをつくりましょう

1元気で働き豊かなまちをつくりましょう

1思いやりのある‘あたたかいまちをつくりましょう
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き
の
こ
栽
培

ー

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
で

菌
の
う
え
つ
け

●
●

・
秋
が
楽
し
み

》

い

る

人

か

ら

手

助

け

を

受

け

な

が

ら

、

さ
く
ら
の
台
木
に
、
な
め
こ
の
菌
六
十

八
本
、
し
め
じ
菌
三
百
八
十
五
本
を

う
え
つ
け
、
き
の
こ
が
出
る
秋
を
楽
し

み
に
活
気
だ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
グ
ル
ー
プ
で
は
、
二
年
ほ

ど
前
か
ら
共
同
で
そ
ば
作
り
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

そ
ば
ま
き
か
ら
始
ま
っ
て
、
刈
り
入

れ
、
製
粉
を
終
え
る
と
、
地
域
の
老
人

会
の
人
た
ち
か
ら
そ
ば
の
ぶ
ち
方
を
習

っ
て
、
み
ん
な
に
手
う
ち
そ
ば
を
披
露

す
る
な
ど
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
’
一
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
も
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
二
月
に
は
、
こ
の
よ
う
な
活

動
が
認
め
ら
れ
て
県
か
ら
優
良
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
は
、
市
内
の
農

村
地
域
の
婦
人
を
対
象
に
現
在
十
一
の

グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
主

的
な
運
営
で
、
家
族
の
た
め
、
ま
た
地

域
の
親
睦
の
た
め
、
そ
し
て
農
業
経
営

の
発
展
の
た
め
に
、
各
地
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。

赤
浜
の
浜
友
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
（
会

長
、
鈴
木
智
恵
子
さ
ん
、
会
員
十
四
人
）

で
は
、
手
づ
く
り
で
き
の
こ
の
栽
培
を

と
、
今
年
は
じ
め
て
の
試
み
で
「
な
め

こ
」
と
「
し
め
じ
」
の
菌
の
う
え
つ
け

を
行
い
ま
し
た
。
市
販
の
も
の
を
買
う

ば
か
り
で
な
く
、
自
分
た
ち
の
手
で
き

の
こ
作
り
を
し
て
み
よ
う
と
、
グ
ル
ー

プ
で
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

地
域
で
專
門
に
き
の
こ
作
り
を
し
て

一テレフォンサービス「市政案内」は23-1151 .1152です



昭和61年度の予算

総額11○億ワ,26○万s千円
伸び率11 .1％

昭
和
六
十
一
年
度
の
一
般
会
計
、
持

別
会
計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算

総
額
は
、
百
十
億
七
千
二
百
六
十
万
三

千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
十
一
億
二

百
五
十
一
万
七
千
円
の
増
（
伸
び
率
十

一
・
一
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
七
十
一
億

五
千
二
百
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

一
億
八
千
二
百
万
円
の
増
（
伸
び
率
二
・

六
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
今
年
度
か
ら
特
別
会
計
と

し
て
町
西
側
土
地
区
画
整
理
事
業
に
、

二
億
二
千
二
百
九
十
一
万
円
が
計
上
さ

れ
、
六
十
七
年
度
の
事
業
完
成
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
総
額
二

十
八
億
五
千
万
円
で
市
役
所
の
北
側
十

九
・
二
岫
の
宅
地
整
地
、
公
園
、
都
市

下
水
路
、
排
水
路
、
道
路
な
ど
を
整
備

す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
火
葬
場
及
び
斉
場
建
設
事
業

に
は
、
一
億
一
千
七
百
三
十
一
万
六
千

円
を
負
担
し
、
高
萩
市
・
十
王
町
事
務

組
合
に
よ
る
昭
和
六
十
一
年
度
の
完
成

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
プ
ー
ル
建

設
の
最
後
の
年
度
と
し
て
、
君
田
小
・

中
学
校
プ
ー
ル
建
設
事
業
に
六
千
七
百

六
万
八
千
円
を
計
上
し
て
整
備
し
ま
す
。

市
立
図
書
館
の
図
書
購
入
費
と
し
て
、

市
民
一
人
二
冊
を
目
標
に
図
耆
購
入
費

を
一
千
万
円
計
上
し
ま
し
た
。

（
｝

）（
会計別の予算額

市民税

13ig6,008万7千円

42．8％

固定資産税

1lig4,946万1千円

36．1％

電気税

2億7,310万7千円

86％

都市計画税

1億7,952万4千円

5．6％

たばこ消費税

1億6,689万3千円

5．2％

軽自動車税

1,764万7千円

0．6％

特別土地保有税

260万円

0.1%

(単位：千円）

構成比

（％）
伸び率
（9A｝

今
云 計 別 」

尋 ′で穴一 安百昇一 唾、

今
云

凡
又

《
扮
川 計 71億5,200万円 64．6 2．6

鐙
国民健康保険事業

高萩霊園事業

131g8,043万3千円

230万9千円

12.5 8.1

特
別

.0.4

老人保健事業 13億8,625万6千円 12.5 23.0

皆増

今
云

町西側土地区画
整理事業

2E2,291万円 2.0

二0

冒丁

‐戦
29億9,190万8千円 27.0 24．4

8億778万円 7．3 68．8

1ig2,091万5千円 1.1 4.5

8億778万円 7.3

1ig2,091万5千円 1．1

三｣‐

同’

企
業
会
計

水道事業

工業用水道事業

9億2,869万5千円

蕊
三_L

戸I 8．4 鵡

皿

その他

3,185万円

1.0%

合 110億7,260万3千円
三｣－

首’ 100.0

〆

老
人
福
祉
対
策
事
業

一
億
七
千
五
百
二
十
九
万
八
千
円

〔
改
正
〕
ね
た
き
り
老
人
介
護
人
慰
労

金
額
の
引
き
上
げ
（
年
額
）

一
万
円
↓
二
万
円

児
童
福
祉
対
策
事
業

三
億
二
千
六
百
四
十
八
万
一
千
円

身
体
障
害
者
福
祉
対
策
事
業

九
千
六
百
三
万
四
千
円

国
民
健
康
保
険
事
業
繰
出
金

六
千
三
百
万
円

保
健
予
防
対
策
経
費

二
千
四
百
九
十
一
万
三
千
円

〔
新
規
〕
破
傷
風
予
防
接
種
の
実
施

市
営
住
宅
建
設
事
業

三
億
六
千
八
百
三
十
七
万
七
千
円

君
田
小
・
中
学
校
プ
ー
ル
建
設
事
業

六
千
七
百
六
万
八
千
円

市
営
野
球
場
・
高
浜
運
動
広
場
設
備

一
千
百
五
十
一
万
五
千
円

図
耆
館
運
営
経
費

四
千
七
百
六
十
四
万
円

図
耆
購
入
費
（
目
標
市
民
一
人
二

冊
）
ほ
か

人
間
優
先
の
生
活
環
境
づ
く
り

健
康
で
や
す
ら
か
な

地
域
社
会
づ
く
り

心
豊
か
な
人
づ
く
り

2

市税の構成比



F土木費

疲素
使うお金をひとりあたりで

みると……

土木費 44，600円

民生費 35,700円

教育費 25,600円

衛生費 17,700円

農林水産費 1 5 ， 100円

消防費 10,800円

商工費 2， 500円

その他 57，700円

使うお金ひとりあたりの額は

209,700円です。

『教育費 、

稗娠驫爽蕊､
8億7,329万4千円

12．2％

民生費

鴬霧
15億1,964万3千円

21．3％

12億1,726万1千円

‘ 17．0% 』

ー衛生費司

趣
6億374万4千円

8．4％

予
算
の
つ
か
い
み
ち

その他

19億6,650万3千円
27.5％

M責費(11.8％)総務費(11.3%

議会費(2.3％)労働費(1.3%)

予備費(0.8％）

災壽復旧費(－）
戸農林水産業費､

逐蕊三
is''"7千別 消防費

鱗F
3億7,016万8千円
一 5．2％ 』

市税をひとりあたりでみると

市民税 39，900円

固定資産税 33．700円

電気税 8,000円

都市計画税 5,300円

たばこ消費税 4，900円

軽白動車税 500円

その他 900円

市税ひとりあたりの額は

93,200円です、

○
○
１
１
１

○
・
０
毛

ｐ
●
藏
小

の
０
両
旧
副
酢／

ｒ
商
工
費

ー

8,733万円
1．2％

一般会計予算

歳出総額

71億5,200万円

100%

諸収入

○
地
方
交
付
税
と
は

市
町
村
の
財
政
力

に
応
じ
、
国
を
通
じ

て
市
に
配
分
さ
れ
る

お
金

○
国
庫
支
出
金
と
は

特
定
の
事
業
な
ど

に
、
国
か
ら
支
出
さ

県支出金

3億3,059

｜

’
》

れ

る

お

金

○
市
債
と
は

市
の
借
入
金

○
県
支
出
金
と
は

特
定
の
事
業
な
ど

に
、
県
か
ら
支
出
さ

れ
る
お
金

一
観
光
対
策
事
業

一
商
工
会
運
営
費
補
助
金

一
団
出
資
金

一
高
萩
・
北
茨
城
広
域
工
業
用
水
道
企
業

〉《、へ一垂一一一一

一
山
村
振
興
対
策
事
業

一
八
千
七
百
二
十
六
万
七
千
円

一
山
村
林
業
構
造
改
善
事
業
（
林
道
開
設
ほ
，
ｚ

一
六
千
五
百
三
十
万
三
千
円

土
地
改
良
事
業

都
市
計
画
街
路
整
備
事
業

二
億
二
千
百
十
一
万
四
千
円

河
川
改
修
事
業

六
千
九
百
十
九
万
二
千
円

公
共
下
水
道
事
業
負
担
金

一
億
八
千
八
百
十
四
万
円

町
西
側
土
地
区
画
整
理
事
業
繰
出
令

四
千
百
四
十
八
万
円

一
棟
三
十
戸
師
～
価
年
度
二
か
年
継
続
）

一
棟
十
二
戸
（
や

一
棟
二
十
四
戸
訂
～
“
年
度
二
か
年
継
続
）

一
棟
十
二
戸
一
〃

火
葬
場
及
び
斎
場
建
設
事
業
負
担
金

一
億
一
千
七
百
三
十
一
万
六
千
円

消
防
施
設
整
備
事
業

一
千
八
百
三
十
万
六
千
円

活
力
あ
る
市
民
生
活
を

つ
く
り
だ
す
産
業
づ
く
り

三
百
二
十
八
万
円
言

都
市
発
展
の
基
礎
づ
く
り

二
千
四
百
十
五
万
円

一
千
六
十
二
万
四
千
円

一
千
百
十
一
万
九
千
円



○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り

所
得
割
の
非
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
、

均
等
割
の
非
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
、

及
び
た
ば
こ
消
費
税
の
税
率
等
改
正
に

よ
る
、
高
萩
市
税
条
例
の
一
部
改
正
で

エ
バ
プ
○

〉

口
昭
和
六
十
一
年
第
一
回
高
萩
市
議
会

臨
時
会
は
、
四
月
十
七
日
附
に
開
会
し

七
日
間
の
会
期
で
審
議
が
行
わ
れ
、
四

月
二
十
三
日
附
閉
会
し
ま
し
た
Ｃ

今
回
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
報
告
に

関
す
る
も
の
－
件
、
条
例
に
関
す
る
も

の
二
件
、
予
算
に
関
す
る
も
の
七
件
で

そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
高
萩
市
高
萩
都
市
計
画
事
業
町
西
側

〔
報
告
〕

条
例

第1回；

Ｉ

高
萩
市
議
会
臨
時
会

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
は
、
町
西
側
土
地
区
画
整
理
事

業
の
円
滑
な
運
営
と
経
理
の
適
正
を
図

る
た
め
の
条
例
制
定
で
す
。

○
高
萩
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
法

施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
よ
る
改
正
で

半
ｄ
ノ
○

○
昭
和
六
十
一
年
度
高
萩
市
一
般
会
計

予
算

○
昭
和
六
十
一
年
度
高
萩
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

○
昭
和
六
十
一
年
度
高
萩
市
高
萩
霊
園

事
業
特
別
会
計
予
算

○
昭
和
六
十
一
年
度
高
萩
市
老
人
保
健

事
業
特
別
会
計
予
算

○
高
萩
市
高
萩
都
市
計
画
事
業
町
西
側

土
地
区
画
整
理
事
業
痔
別
会
計
予
算

○
昭
和
六
十
一
年
度
高
萩
市
水
道
事
業

会
計
予
算

○
昭
和
六
十
一
年
度
高
萩
市
工
業
用
水

道
事
業
会
計
予
算

〈
議
会
事
務
局
〉

〔
予
算
〕

～4月～（
）

｢住民票の写し」等の

請求手続きが－部変わります

2人目の子どもにも支給

～児菫手当法の改正～

新制度の段階的な実施方法

6息I旧
‘ : ‘_; ， ~

から＃

昨
年
の
国
会
で
成
立

し
た
住
民
基
本
台
帳
法

の
一
部
改
正
が
、
六
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
は
、
近

年
の
社
会
情
勢
の
変
化

「
住
民
票
の
写
し
」
ま
た

は
、
「
住
民
票
記
載
事
項

証
明
書
」
の
交
付
請
求

り
、
次
の
三
つ
の
こ
と

が
直
接
市
民
の
み
な
さ

ん
に
関
係
し
て
き
ま
す

ｌ
の
保
護
を
図
る

任
主
な
理
由
と
し
て
お

トー

伴
1‘。

新
I
N－〆

1､

Vも

1日
ノし

1§ : :年謬目 昭和61年6月1日～62年3月31日鴬

昭和61年6H1 1劃現在で満2歳未満

義務教育終了前． , i t‘“

●第2＃ ;弓菖五分

・第3子以降分

2 年 目

・第2子分

・第3子以降分

昭和63年4月

1 1」からは

、
、
、
１

フ
ラ
暖
イ
ノ

昭和62年411 1日～63年3月31日

昭和62年4月1 1 1現在で棚4歳未満

昭和62年4月1日現在で櫛9歳未満

里
手
当
法 第2子以降義務数育枕学前の児龍〆

対象になります。
と

今
ま
で
は
、
誰
で
も
請
求
で
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
戸
籍
謄
本
、
抄
本

の
請
求
と
同
じ
取
り
扱
い
に
な
り
ま
す
㈹

つ
ま
り
、
本
人
及
び
そ
の
同
一
世
帯

に
あ
る
人
以
外
の
人
が
請
求
す
る
場
合

は
、

○
請
求
事
由

○
請
求
者
の
氏
名
、
住
所

○
請
求
し
た
い
人
の
氏
名
、
住
所

を
必
ず
明
記
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

が
、
六
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
、
十
八

歳
未
満
の
児
童
を
二
人
以
上
養
育
し
て

い
る
人
（
そ
の
う
ち
一
人
以
上
が
義
務

教
育
就
学
前
の
児
童
）
に
児
童
手
当
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
制
度
は
段
階
的
に
実
施

新
制
度
は
、
六
月
一
日
か
ら
実
施
さ

れ
段
階
的
に
支
給
対
象
が
変
わ
り
、
昭

和
六
十
三
年
四
月
か
ら
完
成
し
た
制
度

に
な
り
ま
す
。

今
年
の
受
給
資
格
者
三
人
目
が
満
二
歳
未
満
）

○
昭
和
五
十
九
年
六
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
児
童
を
含
む
十
八
歳
未
満
の
児

童
を
二
人
以
上
養
育
し
て
い
る
こ
と
。

○
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
を
含
む
十

八
歳
未
満
の
児
菫
を
三
人
以
上
養
育
し

戸
籍
の
附
票
の
閲
覧
は
禁
止

戸
籍
の
附
票
（
市
内
に
本
籍
を
有
し

て
い
る
人
の
住
所
の
異
動
状
況
が
記
載

さ
れ
て
い
る
原
簿
）
の
閲
覧
は
、
戸
籍

と
同
じ
く
一
切
禁
止
さ
れ
ま
す
。

「
戸
籍
の
附
票
の
写
し
」
の
請
求
は
、

‐

今
回
改
正
の
「
住
民
票
の
写
し
」
な
ど
竿

の
請
求
と
同
じ
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
の
公
開
の
原
則
は
、

今
ま
で
ど
お
り
で
す
が
、

○
請
求
の
事
由

○
請
求
者
の
氏
名
、
住
所

○
閲
覧
さ
れ
る
住
民
の
範
囲

（
年
齢
、
住
所
な
ど
）

を
明
記
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
に
は
、
も
ち
ろ
ん
請
求
事
由
の
目
的

以
外
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
秘
密

保
持
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
詳
し
く
は
市
民
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
・

念
二
三
’
一
二
二
内
線
二
二
二

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
の
規
制

て
い
る
こ
と
ｃ

支
給
額

児
童
手
当
の
額
は
、
二
人
目
の
二
歳

未
満
（
昭
和
六
十
一
年
六
月
一
日
現
在
）

の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
月
額
二
千
五

百
円
、
三
人
目
以
降
の
義
務
教
育
終
了

前
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
月
額
五
千

円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
（
非
課
税
世
帯
の

加
算
分
二
千
円
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
）

手
続
き
に
つ
い
て

新
た
に
該
当
し
、
受
給
資
格
の
あ
る

か
た
は
、
認
定
請
求
書
を
、
現
在
受
給

さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
現
況
届
と
額
改

定
届
け
を
保
険
年
金
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
※
詳
し
く
は
保
険
年
金
課
へ

ａ
二
三
’
二
一
二
内
線
二
三
三
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滝
坂
広
塲
に
春
が
来
た
／
、

,/ぞ豆FT
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▲桜の木の下で軽スポーツに汗を流して

（滝坂広場）

市
内
の
桜
が
、

ほ
ぼ
満
開
と
な

っ
た
四
月
二
十

一
日
㈲
、
高
萩

高
校
や
滝
坂
広

場
に
は
、
た
く

さ
ん
の
市
民
が

訪
れ
、
一
日
中

和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
、
春

の
訪
れ
を
告
げ

る
お
花
見
を
楽

し
む
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

多ー

高
萩
市
で
は
、
市
民
憲
章
推
進
協
議

会
を
中
心
に
、
「
自
然
を
た
い
せ
つ
に

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
市

民
総
ぐ
る
み
の
清
掃
奉
仕
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
一
部
の
心
な
い
人

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
は

や
め
ま
し
ょ
う
／
’

地籍調査聿業

高萩市では，昭和54年度から国土調査

法に基づいて地籍調査を実施しています

が， この調査は，一筆ごとの土地につい

て，所在，地番，地目，面積，所有者を

明確にするために行うものです。

地籍調査地区（秋山下，赤浜[I] ) ,

昭和62年度に調査を行う基準点設置地区

内（赤浜〔Ⅱ〕 ）には，境界杭,基準杭(青

杭）等を埋設します。

なお，杭を抜いたり，他に移動しない

よう注意していただくとともに，個人の

所有地に立ち入りますので，格別のご配

慮とご協力をお願いいたします。

※詳しくは，農林課地籍調査係までおた

ずねください。盆23-2111内線452

）
》

昭和61年度地籍調査実施計画地域図

鶏

蝿
息魚津篭

た
ち
に
よ
っ
て
、
山
林
、
海
岸
そ
の
他

い
た
る
所
に
ゴ
ミ
が
不
法
に
投
棄
さ
れ

て
い
る
の
が
見
う
け
ら
れ
ま
す
。

ゴ
ミ
は
決
め
ら
れ
た
日
に
、
決
め
ら

れ
た
場
所
へ
／
、
ま
た
、
多
量
に
出
る

場
合
は
北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
に
各
自
搬

入
し
て
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
の
ま
ち
高
萩
が
、
一
部
の
心

な
い
人
た
ち
の
手
で
汚
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
規
律
を
守
り
、
き
れ
い
な

ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
（
衛
生
課
）
５
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こ
の
事
業
の
目
的
は
、
台
風
や
暴
風
時
の
波

浪
に
よ
る
海
岸
の
侵
食
を
防
止
し
、
国
土
を
保

全
し
、
背
後
地
の
住
民
の
か
た
が
た
の
生
命
と

財
産
を
防
護
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
正
式
に

は
、
「
海
岸
侵
食
対
策
事
業
」
と
い
い
、
県
が

国
か
ら
の
補
助
を
受
け
て
事
業
を
実
施
す
る
も

の
で
す
。

糸
事
業
の
計
画
は
？

次
に
、
こ
の
事
業
の
全
体
計
画
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

そ
の
１

〔
離
岸
堤
の
設
置
〕

海
岸
に
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
が
既
に
完

成
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
時
々
波
が
護
岸

を
越
え
る
ほ
ど
、
侵
食
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
対
策
と
し
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
か
ら

現
在
、
当
市
の
有
明
町
と
高
浜
町
の
海
岸
に
、

ざ
ん
ば
し

高
萩
土
木
事
務
所
に
よ
り
、
離
岸
堤
や
桟
橋
の

工
事
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
多
く
の
か
た
が
た
の
関
心
が
高
ま
り
、

問
い
合
わ
せ
等
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、

こ
の
事
業
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

糸
事
業
の
目
的
は
？

＆
は
じ
め
に

三

□

有
明
・
高
浜

（
）

海
水
浴
も
で
き
る
よ
Ｉ
．

海
岸
整
備
事
業

こ
れ
ら
の
離
岸
堤
群
が
整
備
さ
れ
る
と
、
沖

合
い
方
向
へ
移
動
す
る
砂
の
動
き
を
く
い
止
め

る
こ
と
が
で
き
、
離
岸
堤
の
陸
側
の
海
底
に
砂

が
た
い
積
し
は
じ
め
、
そ
れ
が
浅
瀬
を
つ
く
っ

て
、
や
が
て
は
海
水
浴
も
可
能
に
な
る
で
し
ょ

毒
７
．
、

一
二
○
～
二
○
○
メ
ー
ト
ル
前
方
の
海
中
に
、

波
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
弱
め
る
機
能
を
持
つ
、

「
離
岸
堤
」
を
設
置
し
ま
す
。

海
岸
に
は
、
こ
の
離
岸
堤
二
基
当
た
り
の

長
さ
一
五
○
メ
ー
ト
ル
）
を
、
関
根
川
河
口
か

ら
花
貫
川
河
口
に
か
け
て
十
基
、
計
一
、
五
○
○

メ
ー
ト
ル
設
置
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。

現
在
ま
で
に
、
関
根
川
河
口
の
前
方
に
、
第

一
基
の
う
ち
一
四
○
メ
ー
ト
ル
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
、
お
よ
そ
十
年
か
け
て
十
基
の

離
岸
堤
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。回向

▼
海
水
浴
が
可
能
に

’

＝

む
医
漁
嘩
犀
鳴
禅
騨

叡
謎
蕊

毎
分
三
百
Ｊ
自
噴
し
て
い
ま
す
。

同
病
院
で
は
、
こ
の
温
泉
を
利
用
し

て
お
年
寄
り
や
体

く
四
月
一
日
オ
ー
プ
ン
し
た
高
萩
温
泉
病
院
の
不
自
由
な
か
た

？

薮

備

温
泉
病
院
が

整

オ
ー
プ
ン

の
凹
且
Ｈ
Ｗ
下
手
綱
鋤
元
火
高
寺

制
“
蝿
に
鎧
…
侮
聴
…
、

県
内
初
の
高
萩
温
泉
病
院
（
医
療
法
人

体
ｉ
ｆ
雛
…
｜
が
イ

プ
ン
し
ま
し
た
。

療
〆
…
緬
隣
↓
創
繍
ゞ
§
ｉ

医
漁
嘩
犀
鳴
禅
葬

‘

’
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▼
花
貫
川
河
口
に
桟
橋
が
完
成
／
，

離
岸
堤
の
工
事
は
、
こ
れ
ま
で
は
北
茨
城
市

の
海
岸
で
製
作
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
消
波
ブ
ロ

ッ
ク
を
、
大
津
漁
港
の
近
辺
に
あ
る
工
事
用
の

桟
橋
か
ら
作
業
船
に
積
み
込
み
、
海
路
二
十
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
運
搬
し
て
据
え
付
け
る
方
法
が

と
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
、
工
事
が
思

う
よ
う
に
進
ま
な
い
の
で
、
有
明
・
高
浜
海
岸

の
近
辺
に
新
し
い
工
事
用
の
桟
橋
を
設
置
す
る

こ
と
が
検
討
さ
れ
、
花
貫
川
河
口
の
右
岸
に
、

今
年
四
月
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ

の
桟
橋
か
ら
離
岸
堤
用
の
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
を
積

み
出
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
た
め
、
工
事
の
大

ち
よ
く

幅
な
進
捗
が
期
待
で
き
ま
す
。

そ
の
２

〔
階
段
式
護
岸
計
画
〕

“
蕊

蕊

室
学
革

一

紛

軽

離
岸
堤
が
完
成
す
る
と
砂
浜
が
大
幅
に
広
が

蕊

鳶
蕊簿 潮

磯

殿藤

蕊

▲関根川河口前方の離岸堤

鉦蕊毒麓■瑳司
▲花買川河口の有明･高浜桟橋

花
貫
川
河
口
の
右
岸
に
あ
る
桟
橋
は
、
離
岸

堤
の
工
事
用
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

工
事
專
用
の
た
め
、
転
落
防
止
柵
等
は
設
け

て
あ
り
ま
せ
ん
。
高
波
を
か
ぶ
る
こ
と
も
あ
り

た
い
へ
ん
危
険
で
す
の
で
、
工
事
関
係
者
以
外

の
か
た
の
立
ち
入
り
を
禁
止
し
ま
す
。
釣
り
や

遊
泳
の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
禁

止
で
す
。
も
し
、
こ
れ
を
無
視
し
て
事
故
を
お

こ
し
た
場
合
は
、
い
っ
さ
い
の
責
任
は
負
い
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
申
し
上
げ
ま
す
。

★
桟
橋
立
入
禁
止
の
お
し
ら
せ

く
高
萩
土
木
事
務
所
〉

海
岸
侵
食
は
全
国
的
に
進
行
し
て
い
ま
す
。

美
し
い
自
然
海
岸
が
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
は
悲

し
い
こ
と
で
す
が
、
も
し
放
置
す
れ
ば
悲
惨
な

事
態
が
発
生
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
侵
食
対
策

は
、
人
工
構
造
物
に
た
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
の

が
現
状
で
す
。
自
然
海
岸
が
人
工
海
岸
に
変
わ

っ
て
も
、
広
い
砂
浜
を
復
活
さ
せ
る
た
め
に
は

や
む
を
得
な
い
こ
と
で
す
。

今
後
と
も
こ
の
事
業
の
進
捗
を
市
民
の
皆
様

と
と
も
に
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

糸
お
わ
り
に

っ
て
、
海
浜
レ
ジ
ャ
ー
の
場
と
し
て
の
利
用
価

値
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
現
在

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
を
延
長
に
し
て
二
、
○

○
○
メ
ー
ト
ル
を
階
段
式
傾
斜
護
岸
に
改
造
す

る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
が
当
海
岸
の
全
体
計
画
で
、
完
成
目
標

は
、
昭
和
七
十
五
年
度
、
総
事
業
費
と
し
て
は
、

三
十
三
億
円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ー〈

四
月
三
日
耐
、
安
良
川
の
高
萩
協
同
病
院
（
浦
井
利
雄
院
長
）

で
、
新
病
棟
（
鉄
骨
平
家
建
て
、
延
べ
面
積
一
、
三
二
五
“
巴

が
完
成
、
そ
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
病
棟
の
完
成
に
よ
り
、
高
萩
協
同
病
院
の
ベ
ッ
ド
数
は

一
八
三
床
（
六
五
床
増
）
と
な
っ
た
ほ
か
、
泌
尿
器
科
が
新

設
、
リ
ハ
ビ
リ
施
設
な
ど
も
新
た
に
整
備
さ
れ
、
夜
間
で
も

重
症
患
者
の
診
療
が
で
き
る
救
急
指
定
病
院
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
の
医
師
八
人
（
外
科
三
、
内
科
三
、
泌
尿
器

内
科
三
、
泌
尿
器

新
病
棟
が
完
成

泌
尿
器
科
を
新
設

～
高
萩
協
同
病
院
～

蝋
騨蔚

弔司…ず

▲温泉治療室

（高萩温泉病院）
※
床
）

ま
す

▲新病棟が完成した高萩協同病院

科
一
、
非
常
勤

二
を
六
十
二

年
三
月
ま
で
に

十
五
人
に
増
員

１
と
か
ひ
つ
手
叱
心

時
に
す
す
め
ら

れ
て
い
ま
す

す
る
計
画
も
同

7



あこがれの烏

｢ヤツガシラ」

－県内初の観察一
識

譜

悪 鐸

べ

織 、
､一 -●ハ

マーー、、、
<一ノ

’1系ま

J鬮〆

日
本
国
内
で
も
観
察
記
録
が
少
な
く
、

め
っ
た
に
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
珍
鳥

「
ヤ
ッ
ガ
、
ン
ラ
」
が
、
四
月
三
日
附
の

朝
、
高
戸
海
岸
近
く
の
大
森
啓
三
さ
ん

（
君
田
小
教
諭
）
宅
の
庭
先
で
見
つ
か

り
、
大
森
さ
ん
は
こ
の
写
真
撮
影
に
成

功
し
ま
し
た
。

「
ヤ
ツ
ガ
シ
ラ
」
は
、
中
国
や
朝
鮮

半
島
な
ど
で
繁
殖
す
る
た
め
、
国
内
で

も
め
っ
た
に
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
は
で

き
ず
、
県
内
で
は
、
初
の
観
察
と
な
り

ま
し
た
。

市
内
の
野
鳥
研
究
家
は
、
こ
の
情
報

に
驚
き
、
大
森
さ
ん
宅
に
問
い
合
わ

せ
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
興
奮
が
冷
め
や
ら
な
い
四
月
十

|篭職詳感而蝿維慨;1
(､☆あて先…市民活動課広報広聴係(念23-21 1 1 1 内線262)ノ

花
貫
ダ
ム
サ
ィ
ド
に
桜
の
植
樹

《
｝ 二

日
山
、
今
度
は
君
田
小
学
校
（
茂
又

成
徳
校
長
）
で
、
再
び
「
ヤ
ツ
ガ
シ
ラ
」

が
観
察
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
日
本
野

鳥
の
会
会
員
に
至
急
連
絡
、
会
員
を
交

え
て
観
察
を
し
、
あ
こ
が
れ
の
烏
と
の

出
合
い
に
み
ん
な
で
感
激
…
…
。

放
課
後
の
た
め
、
児
童
た
ち
に
観
察

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が

残
念
だ
っ
た
そ
う
で
、
大
森
さ
ん
は
、

「
何
よ
り
も
高
萩
に
、
美
し
い
自
然
が

残
っ
て
い
る
こ
と
の
証
明
で
す
凶
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

三
月
二
十
九
日
出
、
高
萩
市
市
民
憲

章
推
進
協
議
会
の
「
自
然
を
た
い
せ
つ

に
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
事
業
の
一

環
と
し
て
、
花
貫
ダ
ム
サ
イ
ド
に
桜
の

苗
木
の
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
二
年
前
の
市
制
三
十
周
年

記
念
事
業
か
ら
継
続
し
て
い
る
も
の
で

「
し
だ
れ
桜
」
な
ど
約
三
十
本
を
植
え

た
も
の
で
す
。

こ
れ
で
、
ダ
ム
サ
イ
ド
全
体
と
し
て

は
エ
ド
ヒ
ガ
ン
桜
な
ど
を
含
め
、
約
三

百
本
近
い
桜
が
植
え
ら
れ
た
こ
と
に
な

り
、
こ
れ
か
ら
毎
年
、
き
れ
い
な
花
を

見
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

’

糸
ク
イ
ズ
た
か
は
ぎ
あ
れ
こ
れ

四
月
号
の
答
え
．
。
：
：
１
、
丹
生
神
社

丹
生
神
社
は
、
中
山
氏
の
氏
神
と
し
て
、
中
山

信
正
が
松
岡
城
に
移
る
際
、
武
蔵
の
国
か
ら
現
在

の
地
に
奉
還
さ
れ
た
も
の
で
す
。

棒
さ
さ
ら
は
そ
の
例
祭
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、

今
年
は
四
月
十
三
日
側
、
丹
生
神
社
境
内
で
、
地

元
の
保
存
会
の
み
な
さ
ん
に
よ
り
み
ご
と
に
演
じ

ら
れ
ま
し
た
。

一クイズ･たかはぎ．｡あれこれ－クイズの正解者

高萩市では，市の木，市の烏，市の花

が制定されていますが， これは，昭和49

年3月に，市制施行20周年を記念して制

定されたものです。

市の木は「マツ｣，市の烏は「キジー｣，

さて，市の花は次のうちどれでしょう。

一
．
）

’

１
２
３

ヤマザクラ

ハギ

ハマナス

真鍋恵里ちや/し

（秋山）

丹生神社の“棒ささら”

は， まだ見たことがない

けと繍， お母さんから話を

聞きました。

四月から四年生，音楽

が好きで笛を吹くのが得

意です。

答えのわかったかたは，市民活動課広

報広聴係まではがきでおしらせください。

正解者（1名）は，市報6月号で紹介し，

粗品をさしあげます。

また，高萩に関するクイズで， 出題や

解答が広く市を紹介するような問題があ

りましたら， あわせておしらせください。

『

一



ぶ
ぐ
ぐ
ぐ
ふ
ぐ
ぐ
ぐ
ふ
ぐ
ぐ
ぐ
ぶ
ぐ
ぐ
ぶ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ふ
ぐ
ｆ
ぐ
ぐ
式
ぐ
ぐ
ぐ
蝉
ぐ
寺
ぐ
ぐ
ふ
ぐ
蝉
ぐ
ぐ
＆
ぷ
ぷ
ぐ
ぐ
拝
我
上
よ
邸
ぶ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぶ
蝉
ぐ
ぐ
ぐ
ぷ
寺
呼

一
園
鳴
埋
畔
雌
軸
涯
鮮
猛

○
・か

夕
’

す
二
牛
巾
替
し
て
し
ま
う
よ
り
も
、
も
う
一
年
さ

で
ら
に
貴
重
な
意
見
を
お
願
い
し
た
い
と

モ

０

政
い
う
こ
と
か
ら
変
わ
っ
た
も
の
で
す
。

矢存
市
政
モ
ニ
タ
ー
は
次
の
か
た
が
た
で

市

一
」
ｒ
す
。
（
敬
称
略
）

三
月
二
十
八
日
㈱
、
市
役
所
三
階
会
高
堀
恭
二
（
本
町
）
、
安
原
敏
一
（
春

議
室
で
、
昭
和
六
十
年
度
の
第
二
回
市
日
町
）
、
三
瓶
正
人
（
大
和
町
）
、
和
知
久

政
モ
ニ
タ
ー
連
絡
会
議
が
開
か
れ
、
市
子
（
東
本
町
）
、
関
山
英
子
（
高
浜
町
）
、

か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
る
市
政
モ
ニ
タ
ー
大
部
公
子
（
有
明
町
）
、
天
童
忠
（
肥
前

の
み
な
さ
ん
か
ら
、
市
政
に
対
す
る
意
町
）
、
二
瓶
完
治
（
高
萩
）
、
沼
田
政
男
（
安

見
や
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
良
川
）
、
柴
田
耕
作
（
石
滝
）
、
大
森
幹
男

こ
の
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
明
る
く
住
（
島
名
）
、
宇
佐
美
威
（
秋
山
）
、
袴
塚
千

み
よ
い
高
萩
市
を
築
く
た
め
、
市
民
の
鶴
子
（
高
戸
）
、
鈴
木
智
恵
子
（
赤
浜
）
、

み
な
さ
ん
が
何
を
考
え
、
ど
の
よ
う
な
斎
藤
勝
美
（
下
手
綱
）
、
照
沼
健
二
上

こ
と
を
望
ん
で
い
る
か
を
知
る
た
め
の
手
綱
）
、
柴
田
英
利
（
若
栗
）
、
佐
川
精
一

制
度
で
す
。
（
大
能
）
、
宇
野
不
二
子
（
下
君
田
）
、
豐

な
お
、
今
年
か
ら
市
政
モ
ニ
タ
ー
の
田
守
（
上
君
田
）

蕊
＃

露
蕊
謝
溌

篭 鍾霧

謡

識埼 聯

割

鴬
’

第1回全国選抜ゲートボール大会に

上島名老人クラブが出場／

4月24日(木) ・25日(金)の両日，東京の駒沢オリ

ンピック公園で行われた第1回全国選抜ゲート

ボール大会に，県大会でみごと優勝した上島名

老人クラブの女子チームが出場しました。

ー灘
蕊
議
篝
篝
灘
議
驚
識
ゞ
蕊
鍵
蕊
篭
鳶
霧
蕊
溌
驚
識

一
Ｊ
〃
Ｊ
ノ
ー
ｔ
１
Ｉ
こ
く
‐
口
‐
７
く
Ｌ
｝
１
Ｖ
｝
１
／
牙
ｌ

｜
舗
俗
鵠
１
！
諄
§
な
ら
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
ぁ
愚
・
「
｜

つ
は
や
れ
ぬ
半
分
や
ろ
う
」
は
、
け
ち

郎
４

｜
緬
民
準
，
‐
田
な
桃
太
郎
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
庶

民
の
生
活
の
苦
し
さ
を
反
映
し
て
い
る

士
心

一
高
と
か
、
魔
力
を
も
っ
た
黍
（
き
び
）
団

子
の
貴
重
性
を
物
語
る
と
い
う
考
え
も

ふ
め
》
プ
（
・
Ｃ

ｌ
享
保
か
ら
宝
暦
（
一
七
一
六
～
六
三
）
黍
団
子
の
キ
ビ
と
吉
備
国
（
き
び
の

一
こ
ろ
の
赤
本
で
は
、
犬
、
猿
、
推
が
桃
く
に
）
を
結
び
つ
け
、
桃
太
郎
昔
話
を

一
太
郎
の
遠
征
の
途
上
に
出
会
っ
て
、
お
現
在
の
岡
山
県
の
も
の
と
す
る
説
も
あ

一
供
を
す
る
が
、
そ
の
と
き
「
一
つ
下
さ
る
。
し
か
し
、
黍
は
米
や
麦
な
ど
に
く

一
い
お
伴
申
そ
」
．
つ
は
や
れ
ぬ
半
分
ら
べ
て
粗
食
糧
（
粗
末
な
食
糧
）
を
意

一
や
ろ
う
」
と
語
ら
れ
て
い
る
。
「
家
来
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
粗
食
糧

一
に
な
る
な
ら
団
子
を
や
ろ
う
。
な
ら
な
で
作
っ
た
黍
団
子
に
、
「
日
本
一
の
黍

一
い
の
な
ら
あ
げ
な
い
」
と
い
う
場
合
と
、
団
子
」
と
あ
る
よ
う
に
「
日
本
一
」
の

一
「
家
来
に
な
り
ま
す
か
ら
一
つ
下
さ
い
」
言
葉
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
興
味
深

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ

１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ

と
い
う
の
で
は
大
き
な
ち
が
い
が
あ
る
。
い
。

文
部
省
唱
歌
「
桃
太
郎
」
で
は
、
．

｜
と

つ
わ
た
し
に
下
さ
い
な
」
「
つ
い
て
行

一
舗
俗
儲
ｊ
諄
離
蔵
捧
鮎
誰
賎
昌
嘩
・
澤
鶚
舞
鐵
謬
綾
鋼
繩
学
一

東本町・肥前町チームが優勝

4月6日(日)，市民体育館で，町内別対抗ママ

さんバレーボール大会が開かれ，参加した6チ

ームが熱戦を繰り広け獣ました。

成績優勝東本町・肥前町チーム

準優勝島名チーム

ｰ

； 鐸

高萩郵便局長から市にカップが寄贈

4月3日(木)，高萩郵便局長が，教育長室を訪

れ，優勝カップ，準優勝カップそれぞれ2個ず

つを市に寄贈しました。このカップはママさん

バレーボール大会， ゲートボール大会に使用さ

れることになりました。

’
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▲ 初心者も上達したよ／
▲ 第13回社会福祉大会が開催

春の暖かい日ざしを顔いつぱいに浴びながら，

3月25日(火)～26日(水)，猪苗代スキー場で，親子

スキー教室が開かれました。参加者は39人，初

心者もだいぶ上達しました。

3月28日(金)，文化会館で，第13回高萩市社会

福祉大会が， 関係者約550人の参加のもと盛大

に行われました。この席上，社会福祉に功績の

あった28名1団体が顕彰されました。（
）

蝋
…蕊t“j錨

慧弓 友懇畿
露

§
躍

雄

罰

ボ |…"蟻

柵
幸

涯〆

織鰯

鱗
職溌“

､織職
‘￥

鶴
’蕊

慰：
急▲ここちよ(h春風に足も軽やか／ …

蕊

蕊鑿

謹
篭鵜

戦唾ぎげ

3月30日旧)，大心苑を会場に，第14回市民オ

リエンテーリング大会が開かれました。参加者

は，家族やグループなど約170人,ここちよい春

風を体いつぱいにすいこんで,足も軽やかです。

▲ 一年間の活動を総決算ー

3月30日旧),勤労青少年ホームで,第5回ホー

ムまつりが開かれ， チャリティーバザーや模擬

店，パソコンコーナーなど8つの部門でさまざ

まな催しが行われ， 1年間の活動の総決算をは

かりました。参加者は延べ約300名でした。

四
月
十
七
日
㈱
、
花
貫
川
に
、
茨
城

県
釣
団
体
協
議
会
高
萩
支
部
（
支
部
長

佐
川
守
利
氏
）
の
み
な
さ
ん
が
、
琵
琶

湖
か
ら
一
昼
夜
か
か
っ
て
運
ん
で
き
た
、

体
長
七
ｍ
ほ
ど
の
稚
ア
ユ
約
一
万
匹
を

放
流
し
ま
し
た
。

花
貫
川
に
稚
ア
ユ
を
放
流

▲交通安全と事故防止を呼びかけ

春の全国交通安全運動期間中の4月7日(月)の

早朝，市長をはじめ交通安全関係者約40人が，

高萩駅前で通勤．通学の人たちに交通安全と事

故防止を呼びかけました。

〃ク

I



別

蝋

弘

、

○抽選の結果， もれたかたのみ後日通知いたします。

○参加者が少ない時は，学級・講座をとりやめることも

あります。

※詳しくは， 中央公民館（盆23 1125）へお問い合わせ

ください。

中央公民館では，昭和61年度の学級，講座生を募集し

ますので， ご希望のかたは， お好きなコースを選んで申

し込みください。

申込期間 5月6日(火)から22日(木)まで，午前8時30分か

ら午後5時まで（土H擢日は正午まで， 日曜日

は受け付けいたしません｡）

申込方法申込書が中央公民館にありますので，記入の

うえ直接申し込んでください｡ (電話の申し

込みは受け付けません｡）

○6番から15番までは一人につき1講座とし，二つの申

し込みはできません。

○受講料は無料ですが，実習材料費視察・見学費，会

運営費等は各自負担となります。

○講座については，初心者を対象とします。

○申込者が定員を超えた場合は，抽選で決定します。

開講式日程

昭和61年5 1130[I ($)

文化会館

午前9時から

午前9時30分から

｢ことばを人切にする生活」 （午前10H､f30分から

元茨城放送アナウンサー

遠藤忠男先生

と さ

ところ

受付

開式

講演

講 |1111

､ー

期
曜

虫
同
［
ロ

数
間

回
時

番
号

主な学習内容等

社会の変化に対応．健康維持や生き
がいを積極的に求めながら． みんな
で楽しく話し合う大学

健全な子どもを育てるための学習，

親としての教養各幼稚園の交流

講師等学級・講座名 対象者 募集人員

50人
60歳以上

高齢者大学蕊嗣惹､午前胤旦'':30 のかと
各幼稚園

家庭教育学級 5月～3月 月1世’ や） 親

高齢者大学 各專門講師I

各專門講師2

： |婦人学級罵蝿fH下誠9:訓‐皿:30
婦人として必要な教養，趣味を深め

よりよい生き方を考える。

市民として， また家庭人として． 広
い視野と豊かな心でよりよい生活を
考える｡

各專門講帥一般婦人 40人

市民大学’ 9月～12月 月1 1口I 各専門講師一般成人4

5 古典文学講座 第,『3'刺i吋午砿但3:30 黒澤光寿｜古典を楽しく読む。 （奥の細道）黒澤光寿一般成ノ 4()人

7月～11月

第1,3金曜日

6月～2月

第1,2,3,4金曜日

6月～12月

第2,4水|曜日

月2凹

午後1:30～3:30

月4回

午前9:30～11:30

月2回

午後1:30～3:30

ﾉ<都直光野草，薬草を知る｡ (野外観察）

笠谷喜之助害の心から，書き方の基本指導

村田久里f割隙許から喪技指導

ﾉ<都直光6 植物講座 一般成人 30人

書道講座 般成人 30人７

ー

華道講座 一般成人 20人8

引 照 曇祭鮮崇!…立…基本指
6月～12月

第1,3火曜日

6月～12月

第1,3金曜日

月2回

午前9:30～11:30

月2回

午後1:30～3:30

茶道講座 一般成人 20人9

着付講座 宇佐美幸子 者付の基本から指導般婦人 20人10

絵画の基本から実技指導
（水彩画）

6月～12月

第2,4水|曜日

6月～12月

第1,3木曜日

月2回

午後1:30～3:30

月2回

午前9:30～11:30

絵画講座

藤工芸講座

般成人 針生20人 進1l

鈴木珠江藤工芸の倉ll作から実技指導

水島芳子手芸の基本から作品製作の実技指導水島芳子

一般成人 30人12

6月～12月 月2回

第1,3木曜日 午後1:30～3:30
手

塞
云 講座 一般婦人 20人13

6月～12月 月2回

第2,4木曜日午前9:30～11:30
お菓子作り講座

男の料理

小池 貞お菓子作りのいろいろ‘般婦人 20人必

妬

略

9月～10月 7回

毎週水曜日 午後6:30～8:30
福田義太郎 家庭料理のいろいろ基礎学習一般男子 20人

親 子

小学4年生
50ノ小学5年生

小学6年生
驫澤光寿|暑附皇漁W縣史蹄と文化財夏休み難蠅荊瀧

8月7 ． 8日 （1泊2日）

国立那須甲子少年自然の家

史

少 少

跡めぐり

年
サマースクール

分館移動講座

鰹 §0人 '零門講師輔罵撚欺辮鰯屠：
市
中Ⅳ

昭 璽門講師|輯f謹・奮讓蕊箪味を澱め7月～10月 般成人

rr
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歯なしにならな（)はなし 歯みがき－

、、

漣

塞零

、とばりゆ み

戸張裕美ちゃん(5歳)<左〉
さおり

沙織ちゃん(2歳)<中央>と

お母さんの理恵子さん

〈高浜町〉

奥歯表側 奥歯襄側

お
と
な
の
歯
は
、
成
長
期
の
歯
よ
り

は
虫
歯
に
な
り
に
く
い
の
で
す
が
、
五

し
そ
う
の
う
ろ
う

十
歳
代
ぐ
ら
い
か
ら
歯
槽
膿
漏
で
ぬ
け

評
落
ち
て
、
入
れ
歯
に
な
る
か
た
が
多
く

誰
な
り
ま
す
。
少
し
で
も
長
く
自
分
の
歯

で
食
べ
る
た
め
に
は
、
や
は
り
歯
み
が

き
が
大
切
で
す
。
そ
こ
で
、
歯
み
が
き

こ
こ
ま
で
歯
ブ
ラ
シ
を
入
れ
な
い
と
、

奥
歯
の
隅
ま
で
み
が
け
な
い
の
で
す
。

○
歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先
を
歯
に
対
し
て
四

十
五
度
の
角
度
で
歯
肉
の
周
辺
部
ス
レ

ス
レ
に
当
て
て
、
数
秒
間
前
後
に
振
動

さ
せ
ま
す
。
こ
の
要
領
で
奥
歯
の
表
裏

三
一
Ⅲ
三
Ⅲ
三
Ⅲ
三
Ⅲ
三
一
Ⅱ
三
一
Ⅲ
三
Ⅲ
三
Ⅲ
一
三
Ⅲ
三
Ⅲ
三
Ⅲ
三
Ⅲ
三
一
Ⅲ

○
ま
ず
、
ひ
と
さ
し
指
で
、
表
側
の
一

番
奥
の
南
を
さ
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ

法
の
再
点
検
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

の
と
き
、
口
角
が
引
っ
ぱ
ら
れ
ま
す
が

ま
し
上

●
●
●

○
歯
ブ
ラ
シ
は
か
た
め
の

可

裕美ちゃんは4月から幼稚園生，お友だちが

たくさんいてとても楽しいよ。

虫歯が1本もないのが自慢なの。妹の沙織ち

ゃんとも仲よく遊びます。
も
の
を
使
い
た
だ
今
申
し
込
み
受
付
中
／

（
）

食
生
活
改
善
推
進
員
と
は
．
…
．
、

一
定
の
講
習
を
受
け
た
あ
と
、
地
域

●
●
①
●
●
。
●

に
よ
り
よ
い
食
生
活
を
広
め
よ
う
と
活

動
を
し
て
い
る
人
で
す
。
ど
ん
な
に
周

囲
が
開
け
、
生
活
が
便
利
に
な
っ
て
も

健
康
な
か
ら
だ
で
な
け
れ
ば
な
に
も
な

り
ま
せ
ん
。

食
生
活
改
善
推
進
員
に
な
っ
て
「
健

康
づ
く
り
」
に
役
立
つ
こ
と
を
学
び
、

地
域
の
健
康
は
地
域
の
み
ん
な
で
守
り

合
い
ま
し
ょ
う
。

学
習
期
間
毎
週
一
回
、
十
日
間
（
五

川
末
か
ら
予
定
）

学
習
内
容
成
人
病
の
予
防
と
栄
養

（
講
義
と
実
習
）
、
野
菜
の
家
庭
栽
培

食
品
・
環
境
衛
生
、
市
内
施
設
見
学
等

講
師
医
師
（
高
萩
保
健
所
長
）

栄
養
士
、
保
健
婦
、
農
業
改

良
普
及
員
等

募
集
人
員
三
十
名
（
市
内
居
住
成
人

男
女
）

申
し
込
み
市
役
所
衛
生
課

恋
二
三
一
二
二
内
線
三
六
四

前
歯
の
表
、
か
み
合
わ
せ
部
分
を
一
本

一
本
み
が
く
よ
う
に
振
動
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。
前
歯
の
裏
は
、
歯
ブ
ラ
シ
を
立

て
て
、
か
き
洲
す
よ
う
に
み
が
く
と
い

い
で
し
ょ
う
。
な
れ
れ
ば
三
分
以
内
で

み
が
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
よ
／
、

夕
蕊
譽
潅
進
§

総
務
庁
で
は
、
国
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
の
行
政
に
関
す
る
苦
情
・
要
望
・
問

い
合
わ
せ
を
、
行
政
相
談
と
し
て
常
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
、
さ
ら
に
多
く
の
か
た

が
た
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
「
春

季
行
政
相
談
強
調
週
間
」
を
設
け
ま
し

た
。

高
萩
市
に
は
、
総
務
庁
長
官
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員
Ｉ
神
長
新
一
さ

ん
（
島
名
）
が
お
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
は
、
毎
月
第
二
、
第
四
木
曜

日
の
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で
、
市
役

所
市
民
相
談
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
度
の
県
政
モ
ニ
タ
ー

ざ
さ
み
つ
為

に
佐
々
満
さ
ん
（
安
良
川
一
○
一
五
）

が
決
ま
り
ま
し
た
。

県
政
モ
ニ
タ
ー
は
、
県
民
と
県
政
の

橋
渡
し
を
す
る
役
割
で
、
県
の
施
策
に

対
す
る
意
見
や
要
望
な
ど
を
提
言
し
ま

す
。
任
期
は
、
来
年
三
月
ま
で
の
一
年

間
で
す
。

さ
さ

県
政
モ
ニ
タ
ー
に
佐
々
さ
ん
無
料
人
権
相
談

＊
五
月
十
一
日
日
か
ら
十
七
日
出
ま
で

「
舂
季
行
政
相
談

強
調
週
間
」

ー

さ さ

佐々
みつつ

満さ人

安良川）

と
き
五
月
二
十
日
㈹
、
午
前
十
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で

と
こ
ろ
高
萩
市
民
セ
ン
タ
ー

ニ
階
第
二
会
議
室

内
容
金
銭
貸
借
、
借
地
、
借
家
、

離
婚
な
ど

相
談
員
人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職

二
員

※
相
談
は
す
べ
て
秘
密
に
扱
っ
て
い
ま

す
。
遠
慮
な
く
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

五
月
は

自
動
車
税
の
納
期
で
す

へ
納
期
五
月
二
十
一
日
か
ら
一

行
五
月
三
十
一
日
ま
で
』

納
税
通
知
書
は
、
五
月
中
旬
ご
ろ
ま

で
に
お
手
元
に
届
き
ま
す
。
最
寄
り
の

金
融
機
関
で
必
ず
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
高
萩
県
税
事
務
所
（
冠

二
二
’
二
二
二
二
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

婦
人
が
ん
検
診
（
車
検
診
）
の
申
し

込
み
を
五
月
十
九
日
㈲
か
ら
二
十
四
日

出
ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
。
日
程
の
都

合
上
、
人
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
、
衛
生
カ
レ
、
ノ
ダ
ー
を
ご
覧

に
な
っ
て
、
衛
生
課
へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
Ｃ

ａ
二
三
’
一
二
一
一
内
線
三
六
三

婦
人
が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

'2



新
入
職
員
を
紹
介
し
ま
す
″

了
いします.ノ願L､う

ー／

Iノ

蕊
お

！
<昭和60年度退職者〉

蝿
昭
和
六
十
年
度
、
市
役
所
の
新
入
職
員
で
す
。

社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
や
、
市
の
し
く
み
、
市
内

の
施
設
見
学
な
ど
約
五
日
間
に
わ
た
っ
て
研
修
を
受

け
、
各
課
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

・伊沢清（建設課・主任）

昭和61年3月311ｺ’ （定年退職）

・本間富五郎（建設課・土木工手）

昭和61年3月31日 （定年退職）

・大部桂子（秘書課・主事）

昭和60年6月30日退職

・鈴木茂（水道課・主任）

昭和60年12月5日退職

・田島ミナ子（高萩中学校・用務手）

昭和60年6月26日 （死亡退職）

･鈴木啓子(学校給食センター･調理手）

昭和60年11月29日 （死亡退職）

・神長啓二(学校給食センター・所長）

昭和61年1月16日 （死亡退職）

蝦
》
韓

灘蝋
患蕊

蕊

蕊
溌
蛭
癖

＃

牌､
堅…慰蕊

灘訂~ 1群蕊

▲〔後列左から〕

矢代省吾(建設課) ，大月隆行(農林課) ，

川井達夫(市民活動課) ，石川行伸(税務課）

〔前列左から〕

鈴木里美(高萩中学校) ，丹千鶴(高萩保育所）

鈴木綾子(建設課) ，鈴木紀子(市民課）
ノ理

ー

口
婦人農業大学の開講のおしらせ 水道メーターの検針

ご協力をお願いします
今，農家では，結婚後農業につ ・対象40歳前後までの農家の

く若妻が増えていることから，農 主婦

業についての基礎知識技術を学 ●期間昭和61年6月～63年3

び， また仲間づくりの機会となる 月 （2か年）

よう学習会を開きます。 ・受講料無料

現地実習をまじえ， わかりやす ●締め切り 5月30日㈱

い内容を計画しています。 ※希望者は高萩地区農業改良普及

ぜひご参加ください。 所にご連絡ください｡S22-3061

月の初めに各家庭を訪問し， メーターの

検針を行っています。能率よくすすめるた

めに，次のような点で､， みなさんのご協力

をお願いします。

○メーターボックスの上に物を置かないよ

うにしましょう。

○メーターボックスの中は， いつもきれい

にしておきましょう。

○愛犬は， メーターボックスから離れた場

所につないでおきましょう。

このほか， メーターボックスが汚れやす

いところ，庭より低くなってしまったとこ

ろにある場合は，市の指定工事店に申し込

んで改善されるようお願いします。

指定工事店

健康と美容に快い汗を ＃
、

流してみませんか 4

忘れていませんか？

県民交通災害共済

》

昭和61年度分（4月1日から1 ；－婦人卓球クラブの り

年間』の加入手続きをされました ； 部員募集一；
Iか？ ； 練習日時毎週火.土曜日

万一忘れているかたがありまし ： 午前9時～12時 ＃

；
たら，急いで手続きを済ませてく ； 練習場所市民体育館

ださい｡ ; 申し込み市民体育館へ直接お

申し込みは市役所市民相談室へ ； 申し込みください。 リ

サa23-2111内線214 3 a23-2552

＃

｜
戸毎に1人は ’ 代う局 二満は：期理えへご十六二身 体

赤十字社員に！ ；限の 、 、希枚歳級体 の； はかお身望を以一の 不

応酬蝋■ 1蕊 烈震；
i

いっせいに行われます｡赤十 ：十構だ手 しに三か〃た

毒童端諦騨I扉輩篭謡蘓に
な持のすは現級料

誌お参郵 ・が在まで字社員に－。

） ○

、の便 き 、た

＝

工事店 住 Fハ 念

㈱神永工業所 安良川920 (2313131

大松設備工 睾
司＜ 大和町1 29 (22)2711

鈴木電工村 有明町1-151 (22)3065

大勝工業㈱高萩営業所 F手綱774 (22)5443

望
田工業所呈 秋山1477 22)357］

F山田管工所 秋山1456 (22)4575

㈲常北住宅設備 高萩797-9 23)5653

㈱カセ住宅設備機器 高浜町387 23)6321

㈱ナバナエ業 高浜町1-64 22)2896

加藤ポン プ店 春日町335 (22)2871

月 ワ 三几 備』 ロ又 上手綱613 (23)2232

有)共立住設機器 大和町4-23 (23)5555

ョ



日曜当番医
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時間は、いずれも午前9時から午後4時までです

○
永
山
益
光
さ
ん
下
手
綱

五
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
佐
藤
享
子
さ
ん
上
手
綱

十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
高
萩
小
学
校
元
六
年
四
組

九
百
十
円
社
会
福
祉
へ

○
中
央
公
民
館
料
理
講
座

二
千
八
百
十
九
円
社
会
福
祉
へ

善
意
あ
り
が
と
う

わが街(駅）

ここはわが街の玄閨□、駅前広場は朝夕の通菫力・通学の人た
あふ

ちで大にぎわい。行きかう人々は活気に溢れ、わが街の明日を

象徴しているようだ。
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6月1日石病院｜東本町

6月8日

6月15日滝川医院春日町

6月22日 白玉医院東本町

6月29日 ｜諸原医院|高 戸

全生堂医院本町

十王医院十王町
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22 2306

32 3266

23－3100

22-2697

23－3113


